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要
支
援
１
・
２
の
人
が
受
け
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
と
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
は

１７
年
度
以
降
は
介
護
保
険
か
ら
外
さ
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
を
活
用
し
て
市

町
村
が
責
任
を
負
う
「
新
総
合
事
業
」
と
呼
ば
れ
る
安
上
が
り
サ
ー
ビ
ス
に
置
き

換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

浦
安
市
議
会
第
一
回
定
例
会
に
は
条
例
改
正
議
案
が
上
程
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

市
議
会
議
員 

元
木
美
奈
子 

以
上
の
よ
う
な
手
法
に
よ
っ
て
、
介
護
保

険
を
使
わ
せ
な
い
で
安
上
が
り
サ
ー
ビ
ス
を

推
進
す
る
ね
ら
い
が
あ
り
ま
す
。 
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号 

市
議
会
議
員 

美
勢
麻
里 

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
活
用
す
る
な

ど
非
専
門
職
に
よ
る
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
を
可
能

に
す
る
。 

②
人
員
や
運
営
な
ど

の
基
準
は
国
と
し
て
決

め
ず
、
大
枠
を
し
ば
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作
成

し
、
そ
の
範
囲
内
で
市

町
村
は
効
率
的
な
対
応

を
可
能
と
す
る
。 

③
事
業
者
を
指
定
す

る
場
合
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
報

酬
以
下
の
単
価
を
市
町

村
が
独
自
に
設
定
す

る
。 

2017年３月６日 

 

浦安市長選挙への 
日本共産党の対応について 

                    201７年 3月 3日 

                                       日本共産党浦安市委員会 

 

日本共産党は、千葉県知事選挙と同時に行われる浦安市長

選挙について、1月に見解と決意「2017年 浦安市長選挙に

あたって」を発表し、松崎市政に代わる新しい政治を実現さ

せるべく、幅広い共同による候補擁立をめざして努力を重ね

てきました。しかし、共同候補の擁立に至らず、「自主投票」

とすることに決定しました。この間、市政刷新を願い日本共

産党へ期待の声をお寄せくださったみなさんに、わが党の力

不足をお詫びします。 

日本共産党は、今後もみなさんと力を合わせ、清潔公正で、

住民の暮らし・福祉の向上、地域経済振興を最優先の市政実

現をめざして奮闘する決意です。 

 

 

こ
の
た
び
の
条
例
改
正
は
、
２
０
１
４

年
６
月
に
成
立
し
た
「
医
療
・
介
護
総
合

法
」
に
も
と
づ
き
行
わ
れ
ま
す
。 

同
法
に
よ
っ
て
特
養
ホ
ー
ム
の
入
所
を

原
則
要
介
護
３
以
上
に
限
定
、
一
定
の
所

得
の
あ
る
人
に
は
利
用
料
の
２
割
負
担
な

ど
介
護
保
険
制
度
開
始
以
来
の
大
改
悪
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
新
総
合
事
業
の
導

入
も
そ
の
一
つ
で
す
。 

新
総
合
事
業
は
、 

 

 
「
新
総
合
事
業
」
に
移
行
し
て
も
現
在
の

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

す
る
す
べ
て
の
要
支
援
者
が
利
用
で
き
る
仕

組
み
を
、
市
の
責
任
で
作
り
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
ど
う
か
が
今
問
わ
れ
て
い
ま

す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
裏
面
へ
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必
要
と
す
る
人
に 

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を 



児
童
扶
養
手
当
は
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
を
経

済
的
に
安
定
さ
せ
る
た
め
の
支
援
で
す
。 

児
童
扶
養
手
当
法
に
基
づ
き
、
手
当
は
毎
年
４

月
、
８
月
、
１２
月
の
３
期
に
分
け
て
支
給
さ
れ
、

浦
安
市
で
は
、
７
０
９
人
（
平
成
２７
年
度
決
算
）

が
受
給
し
、
決
算
額
は
約
３
億
５
６
０
０
万
円
で

す
。 手

当
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
と
っ
て
は
「
支
給
ま

で
の
や
り
く
り
が
大
変
」
だ
と
い
う
切
実
な
声
が
あ

り
、
日
本
共
産
党
は
「
毎
月
支
給
す
べ
き
、
市
民
要

望
を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
の
か
」
と
質
し
ま
し

た
。 す

で
に
全
国
的
に
も
「
政
府
の
対
応
を
待
っ
て
い

て
は
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
こ
と
は
進
ま
な
い
」
と

自
治
体
独
自
に
手
当
を
「
毎
月
支
給
す
る
」
仕
組
み

作
り
に
ふ
み
き
っ
た
自
治
体
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

市
は
「
現
在
、
県
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
て
い 
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浦
安
市
は
、「
緩
和
し
た
基
準
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
」は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
な
ど
の
担
い
手

不
足
の
た
め
、新
年
度
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
ゴ
ミ
出
し
や
電
球
取
り
換
え
な
ど
の
生
活
支
援
（
訪
問

型
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
・
利
用
者
負
担
一
時
間
１
１
０
０
円
）
の

み
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、「
現
行
相
当
の
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
従
来
の
報
酬
単
価
を
事
業
者

に
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
施
す
る
方
針
を
示
し
ま

し
た
。 

ま
た
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
も
「
担
っ
て
く
れ

る
団
体
が
今
の
と
こ
ろ
、
見
当
た
ら
な
い
」「
現
行
の
デ

ィ
サ
ー
ビ
ス
に
せ
ざ
る
を
え
な
い
」
な
ど
と
し
て
、
「
緩

和
し
た
基
準
に
よ
る
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
」は
導
入
し
な
い
方

針
が
示
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
「
短
期
集
中
型
」
と
呼
ば
れ
る
理
学
療
法

士
な
ど
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
支
援
を
３
～
６
か
月
の
短
期

間
で
実
施
す
る
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
導
入
も
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。 

 

 

 

し
か
し
、
当
該
事
業
に
は
、
国
が
〝
要
支
援
者
サ

ー
ビ
ス
の
事
業
に
上
限
を
設
け
て
給
付
費
抑
制
を
迫

る
〟
し
く
み
が
あ
る
た
め
、
市
は
今
後
、
サ
ー
ビ
ス

切
り
捨
て
に
駆
り
立
て
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

介
護
問
題
は
現
在
の
高
齢
者
だ
け
の
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
年
間
１０
万
人
を
超
え
る
人
が
家
族
の
介

護
の
た
め
に
離
職
・
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
や
、

現
役
世
代
も
含
め
た
国
民
的
課
題
で
す
。 

安
上
が
り
サ
ー
ビ
ス
を
推
進
す
る
こ
と
は
、
今
で

も
劣
悪
な
介
護
職
の
賃
金
、
待
遇
の
さ
ら
な
る
悪
化

を
招
く
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

新
年
度
予
算
を
審
議
す
る
教
育
民
生
常
任
委
員

会
が
先
週
２
・
３
日
開
か
れ
、
日
本
共
産
党
は
児
童

扶
養
手
当
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。 

る
」
と
答
え
て
、
そ
の
結
果
を
見
て 

判
断
し
た
い
と
い
う
消
極
的
姿
勢
に
止
ま
り
ま
し
た
。 
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